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贈
答
句
、
忌
日
句
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映
中
の
「
光
る
君
へ
」
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
紫
式
部
を
ヒ
ロ
イ
ン
に
し
た
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
彼
女
の

書
い
た
「
源
氏
物
語
」
で
驚
く
の
は
、
男
女
の
応
答
が
和
歌
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
は
和
漢
の
文
物
の
知

識
が
常
識
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
当
時
の
上
流
階
級
の
知
的
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
は
感
服
す
る
。

　

一
方
、
庶
民
の
楽
し
み
と
し
て
広
ま
っ
て
き
た
俳
句
の
世
界
で
は
、
お
祝
い
、
お
悔
や
み
、
お
見
舞
い
の
挨
拶
は
も

ち
ろ
ん
、
ち
ょ
っ
と
し
た
激
励
・
同
情
に
も
気
楽
に
贈
答
句
を
作
っ
て
き
た
。
贈
答
句
と
い
え
ば
、
や
は
り
高
浜
虚
子

が
名
手
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
虚
子
は
慶
弔
贈
答
句
の
難
し
さ
に
つ
い
て
「
慶
弔
贈
答
の
意
味
の
み
が
強
く
で
て
、
四

季
の
諷
詠
の
お
ろ
そ
か
な
句
は
、
句
と
し
て
ま
ず
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
俳
句
の
季
題
詩
性
と
挨
拶
性
と
の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
が
慶
弔
贈
答
俳
句
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
こ
れ
ま
で
祝
い
事
な
ど
に
勝
手
に
駄
句
を

送
り
つ
け
て
き
た
が
、
今
に
し
て
思
う
と
、
喜
び
や
悲
し
み
の
事
柄
に
も
た
れ
た
り
、
定
型
の
リ
ズ
ム
の
心
地
よ
さ
に

自
分
で
酔
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
恥
ず
か
し
い
句
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
贈
答
句
に
近
い
も
の
に
忌
日
の
句
が
あ
る
。
初
心
の
頃
、
人
の
亡
く
な
っ
た
日
が
季
語
に
な
っ
て
い
る
の

に
驚
い
た
も
の
だ
。
有
名
な
方
の
死
を
悼
む
記
憶
の
留
め
金
と
し
て
忌
日
は
季
語
と
し
て
成
り
立
つ
。
小
説
家
な
ど
に

は
、
亡
く
な
っ
た
季
節
に
合
っ
た
、
ま
た
は
季
節
の
気
分
に
合
っ
た
作
品
名
を
季
語
と
し
て
用
い
て
い
る
よ
う
だ
。
太

宰
治
の
「
桜
桃
忌
」
、
芥
川
龍
之
介
の
「
河
童
忌
」
な
ど
だ
。
そ
こ
に
は
作
家
へ
の
畏
敬
の
念
や
追
悼
の
思
い
が
あ
り
、

ま
た
作
家
の
名
前
の
持
つ
連
想
力
が
季
語
の
主
成
分
と
な
る
。
し
か
し
「
東
日
本
大
震
災
忌
」
は
別
と
し
て
、
「
み
ち

の
く
忌
」
「
フ
ク
シ
マ
忌
」
に
は
違
和
感
と
い
う
か
嫌
悪
感
を
持
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
は
俳
人
の
纏
め
難
い
こ
と
を

手
早
く
端
的
に
括
り
た
い
、
悼
む
こ
と
で
よ
り
深
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
回
避
す
る
安
易
な
思
い
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。
以
前
、
今
井
聖
が
「
俳
句
」
の
平
成
俳
壇
で
、
〈
月
見
草
咲
く
ウ
サ
マ
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の
忌
〉
な
る

句
を
特
選
に
選
び
「
政
治
に
お
け
る
正
義
と
倫
理
は
権
力
が
規
定
す
る
。
人
は
そ
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
判
官

び
い
き
が
生
ま
れ
る
。
月
見
草
は
そ
の
情
を
象
徴
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
な
ど
も
「
フ
ク
シ
マ
忌
」
同
様
、

如
何
に
俳
人
に
当
事
者
意
識
が
な
い
か
、
如
何
に
傍
観
者
的
で
あ
る
か
を
表
し
て
い
る
と
思
う
。
い
ろ
い
ろ
主
義
、
主

張
が
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
忌
日
の
季
語
と
り
わ
け
特
定
の
人
を
忌
日
の
季
語
と
し
て
立
て
る
と
き
、
わ
た
し
は
そ

の
方
に
対
し
て
皆
が
、
あ
る
種
の
リ
ス
ペ
ク
ト
を
も
っ
て
い
る
人
を
季
語
と
し
て
立
て
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

宮 城 県
現代俳句協会
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令和 5 年度収支決算書令和 6 年度予算案

2

自R6年 1月  1日
至R6年12月31日

＜収入の部＞ （単位：円）

項目
令和5年度

決算額
令和6年度

予算額
備考

前年度繰越金 429,948 407,069
地区助成金 183,200 194,000 97名×2000円

総会後句会参加費 23,000 30,000 30名×1000円
吟行会・研修会参加費 42,000 40,000 40名×1000円

雑収入 0 0

合計 678,148 671,069

＜支出の部＞ （単位：円）

項目
令和5年度

決算額
令和6年度

予算額
備考

総会費 9,405 10,000 会場費、総会後句会賞品

会報費 107,464 130,000 年2回発行

負担金 28,020 30,000 第38回現代俳句東北大会（山形県）

通信費 30,307 50,000 葉書、切手、レターパック、ヤマトメール便など

事務費 11,670 10,000 インク、コピー、封筒、宛名ラベルなど

吟行会・研修句会補助費 56,200 50,000 年2回、賞品、懇親会補助

顕彰費 11,093 10,000 大崎俳句大会、塩竈ジュニア俳句大会

交通費 15,200 15,000 監査、東北大会参加交通費補助

予備費 1,720 366,069
次年度繰越金 407,069

合計 678,148 671,069

宮城県現代俳句協会

令和6年度予算案
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6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
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令
和
六
年
度　

宮
城
県
現
代
俳
句
協
会
総
会

第
一
号
議
案　

令
和
五
年
度
事
業
報
告

一　

	
定
時
総
会	

令
和
五
年
三
月
二
十
六
日　

仙
台
市
生
涯
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
（
二
十
六
名
参
加
）

二　

	

吟
行
会　

	
令
和
五
年
五
月
二
十
一
日　

東
北
大
学
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス

（
二
十
四
名
参
加
）

三　

	

研
修
会
・
句
会　

令
和
五
年
七
月
三
十
日　

青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン

タ
ー
（
二
十
名
参
加
）

　
　

・
講
演
「
俳
句
旅
枕
―
み
ち
の
奥
へ
」
の
視
座		(

渡
辺
誠
一
郎
会
長)

四　

第
三
十
七
回
現
代
俳
句
東
北
大
会
（
令
和
五
年
九
月
十
七
日
、
福
島

市
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
）

　
　

・
講
演
「
生
き
た
俳
句
、
生
き
て
い
く
俳
句
」
（
神
野
紗
希
氏
）

五　

会
報
発
行
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）
四
十
八
号
（
七
月
）
、
四
十
九
号
（
一
月
）

第
二
号
議
案　

令
和
五
年
度
会
計
決
算
・
監
査
報
告　

下
記
の
通
り

第
三
号
議
案　

令
和
六
年
度
事
業
計
画
案

一	

定
時
総
会	

令
和
六
年
三
月
二
十
四
日
開
催
予
定　

二	

吟
行
会　

	

令
和
六
年
五
月
又
は
六
月
、
十
月
実
施
予
定

三	

研
修
会
・
句
会　

令
和
六
年
八
月
、
令
和
七
年
二
月
実
施
予
定

四	

第
三
十
八
回
現
代
俳
句
東
北
大
会
（
山
形
市
）
事
前
投
句
の
み

五	

会
報
発
行
（
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
）
五
十
号
（
七
月
）
、
五
十
一
号
（
三
月
）

第
四
号
議
案　

令
和
六
年
度
予
算
案　

下
記
の
通
り

※
次
回
よ
り
、
総
会
欠
席
者
へ
の
資
料
発
送
は
、
報
告
が
会
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

経
費
削
減
、
事
務
作
業
軽
減
の
た
め
、
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
三
十
一
回
「
壺
の
碑
」
全
国
俳
句
大
会

　
　

令
和
六
年
十
月
十
四
日
（
月
）
午
前
十
時　

多
賀
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

講
演　

神
野
紗
希
氏
「
声
を
刻
む　

俳
句
の
祈
り
」

　
　

当
日
嘱
目
吟
投
句
料
一
五
〇
〇
円

　

令
和
六
年
三
月
二
十
四
日
、
仙
台
市
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い
て
開
催
。

会
員
数
九
十
三
名
の
う
ち
二
十
三
名
が
参
加
、
事
業
報
告
・
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。
総
会
終
了
後
、
席
題
に
よ
る
句
会
を
開
催
。
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丸
く
口
を
開
い
て
い
る
縄
文
土
偶
が
あ
る
。
板
状
土
偶
や
合
掌
土
偶
な
ど

だ
が
、
そ
れ
ら
は
何
か
言
葉
を
発
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
死
者
へ
の
叫
び

な
の
か
、
或
い
は
死
者
か
ら
の
伝
言
な
の
か
。
そ
こ
に
は
形
の
な
い
原
初
の
心

象
を
言
葉
に
し
て
発
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
感
じ
る
。
そ
れ
を
言
葉
へ
の

飢
え
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
俳
人
も
ま
た
言
葉
に
飢
え
た
存
在
と
言
え
よ
う
か
。

土
偶
ら
も
言
葉
に
飢
え
て
春
の
果

大　

槻　

泰　

介　

（
麦
）

　

題
詠
「
紅
ま
た
は
赤
」
に
対
し
て
の
出
句
だ
が
、
案
外
す
ん
な
り
と
出

来
た
一
句
で
あ
る
。
私
の
俳
句
実
作
は
、
五
十
代
半
ば
か
ら
の
か
な
り
の

晩
学
だ
が
、
趣
味
の
登
山
は
二
十
代
か
ら
今
ま
で
細
々
と
続
い
て
い
る
。

そ
ん
な
経
験
か
ら
の
句
で
あ
る
が
、
人
生
ど
う
や
ら
無
駄
な
こ
と
は
一
つ

も
な
い
ら
し
い
。
選
者
の
片
山
由
美
子
氏
の
「
静
け
さ
も
美
し
さ
の
う

ち
」
の
評
が
う
れ
し
か
っ
た
。

木
道
に
人
声
途
切
れ
草
紅
葉
齋　

藤　

伸　

光　

（
滝
）

　

我
が
家
の
柿
の
木
は
、
私
が
幼
い
頃
に
祖
父
が
互
市
で
求
め
た
苗
木
を

植
え
て
く
れ
た
も
の
で
樹
齢
は
七
十
年
ほ
ど
に
な
る
。
秋
に
は
五
百
を
下

ら
な
い
数
の
実
を
つ
け
る
の
で
、
柿
捥
ぎ
も
ひ
と
仕
事
で
あ
る
。

　

渋
柿
な
の
で
皮
を
剥
い
て
干
柿
に
し
た
り
、
焼
酎
で
渋
を
抜
く
樽
抜
き

に
す
る
。
勿
論
、
実
り
の
秋
も
楽
し
い
が
、
初
夏
の
若
葉
は
目
を
楽
し
ま

せ
、
心
を
洗
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

天
麸
羅
に
揚
げ
て
み
よ
う
か
柿
若
葉

今　

野　

勝　

正　

（
波
）

　

「
陸
」
の
仙
台
に
入
り
、
初
め
て
の
新
年
会
で
の
一
句
。
主
宰
の
天
と
最

高
点
を
頂
き
ま
し
た
。
仙
台
に
転
居
し
、
四
十
日
後
に
東
日
本
大
震
災
に

遭
遇
。
震
災
以
降
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
自
宅
か
ら
、
津
波
が
来
た
海
を
毎

日
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
大
き
い
万
華
鏡
を
手
に
海
を
見

て
い
た
ら
、
ハ
ラ
ハ
ラ
と
蔵
王
か
ら
の
雪
の
華
が
流
れ
落
ち
て
き
ま
し
た
。

万
華
鏡
く
る
り
と
海
へ
雪
の
華

小　

村　

寿　

子　

（
陸
）

〈
高
得
点
八
句
〉

十
点
　
廃
校
の
動
か
ぬ
時
計
花
馬
酔
木
　
　
　
　
　
　
　
丸
山
千
代
子

九
点
　
馬
酔
木
咲
く
か
つ
て
女
系
の
大
所
帯
　
　
　
　
　
黒
河
内
玉
枝

八
点
　
転
勤
の
我
も
担
ぎ
手
春
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
澤
て
つ
を

六
点
　
馬
酔
木
咲
く
午
後
開
店
の
古
本
屋
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
和
子

六
点
　
焦
げ
臭
き
男
交
じ
り
ぬ
春
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
三
山

五
点
　
む
ず
む
ず
と
人
に
会
い
た
し
春
祭
り
　
　
　
　
　
大
槻
　
泰
介

五
点
　
馬
酔
木
咲
く
子
ど
も
文
庫
の
低
き
窓
　
　
　
　
　
成
田
　
一
子

五
点
　
更
地
ゆ
く
子
供
神
輿
や
春
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山
　
北
舟

ひ
る
が
へ
る
鳩
の
一
団
春
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
下
　
遊
馬

あ
し
び
咲
く
と
な
り
も
人
の
住
ま
ぬ
家
　
　
　
　
庄
子
　
紅
子

あ
せ
び
咲
く
翁
も
訪
ひ
し
天
満
宮
　
　
　
　
　
　
新
藤
　
綾
子

春
ま
つ
り
抱
か
れ
し
稚
児
の
深
眠
り
　
　
　
　
　
星
　
　
節
子

春
祭
尻
目
に
句
座
の
宵
の
猪
口
　
　
　
　
　
　
　
小
関
　
桂
子

花
馬
酔
木
姉
に
口
止
め
さ
れ
て
を
り
　
　
　
　
　
淺
沼
眞
規
子

吾
に
未
だ
再
生
あ
り
や
馬
酔
木
咲
く
　
　
　
　
　
大
久
保
和
子

菜
箸
を
真
水
に
晒
し
花
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
桐
妙
女

墓
山
の
途
中
に
ゆ
さ
り
花
馬
酔
木
　
　
　
　
　
　
日
下
　
節
子

ひ
よ
つ
と
こ
は
隣
の
じ
い
じ
春
祭
　
　
　
　
　
　
丸
山
み
づ
ほ

花
馬
酔
木
雨
後
の
茅
屋
の
主
め
き
て
　
　
　
　
　
嶺
岸
さ
と
し

風
の
匂
い
水
の
匂
い
し
て
花
馬
酔
木
　
　
　
　
　
渡
辺
誠
一
郎

春
祭
子
ど
も
群
が
る
出
店
か
な
　
　
　
　
　
　
　
紺
野
み
つ
え

幼
子
の
鼻
す
じ
白
く
春
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
坂
　
宏
子

床
の
間
の
馬
酔
木
の
花
に
つ
ぐ
一
杯
　
　
　
　
　
島
　
　
松
柏

今
心
是
に
あ
ら
ず
や
花
馬
酔
木
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
　
薫

半
襟
の
金
平
糖
柄
花
馬
酔
木
　
　
　
　
　
　
　
　
本
木
　
朱
実

総
会
（
席
題
「
春
祭
」
「
馬
酔
木
」
）

一 句 一 葉
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能
登
半
島
地
震
発
生
の
数
日
後
、
湯
婆
を
愛
用
す
る
息
子
が
「
こ
の
水

も
っ
た
い
な
い
ね
」
と
言
い
な
が
ら
捨
て
て
い
た
。
相
槌
を
打
ち
な
が

ら
、
東
日
本
大
震
災
時
に
給
水
の
手
伝
い
を
し
た
と
き
の
情
景
が
思
い
出

さ
れ
た
。
ポ
リ
タ
ン
ク
を
台
車
で
運
ば
れ
る
方
、
マ
グ
カ
ッ
プ
一
個
を
差

し
出
さ
れ
る
方
、
様
々
な
容
器
に
水
を
注
い
だ
。
連
日
報
道
さ
れ
る
能
登

の
断
水
に
心
が
痛
む
。

　

六
月
は
母
の
日
と
違
っ
て
、
ひ
っ
そ
り
と
し
た
行
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
父

の
日
が
あ
る
。
私
は
父
と
の
別
れ
が
中
学
二
年
生
と
早
か
っ
た
の
で
思
い
出
は

多
く
な
い
。
し
か
し
、
父
が
植
物
に
向
い
合
っ
て
い
る
時
は
優
し
い
お
だ
や
か

な
顔
を
し
て
い
た
な
あ
と
覚
え
て
い
る
。
今
、
私
が
草
花
に
触
れ
た
り
、
植
物

園
を
訪
れ
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
な
の
は
、
父
か
ら
の
遺
伝
か
も
知
れ
な
い
。

　

私
が
俳
句
を
始
め
た
の
は
、
次
男
が
幼
稚
園
に
入
っ
た
頃
で
し
た
。
周
り
か
ら

「
○
○
君
マ
マ
」
と
ば
か
り
呼
ば
れ
る
日
々
に
焦
り
が
あ
り
、
鉛
筆
と
紙
だ
け
で
想

い
を
綴
れ
る
俳
句
に
挑
ん
で
き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
二
十
四
年
…
息
子
二
人
は
も
う

社
会
人
。
同
じ
目
の
高
さ
で
世
の
中
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
息

子
た
ち
の
背
中
を
見
る
と
母
親
の
気
持
ち
に
な
る
か
ら
不
思
議
で
す
。

　

気
仙
沼
に
住
ん
で
五
十
年
近
く
な
る
。
気
仙
沼
の
名
の
由
来
は
ア
イ
ヌ
語
の

「
ケ
セ
モ
イ
」
か
ら
で
、
静
か
な
湾
の
奥
の
方
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
今
は

消
滅
の
可
能
性
の
高
い
都
市
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
家
の
近
く
に
貝
塚
跡
が
あ

り
隣
に
保
育
園
が
あ
る
。
縄
文
時
代
か
ら
続
く
人
々
の
営
み
に
思
い
を
馳
せ
、

子
供
達
の
元
気
な
声
が
長
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

　

毎
朝
ス
ー
ツ
に
着
替
え
、
電
車
に
揺
ら
れ
職
場
へ
向
か
う
。
来
年
は
還
暦
、

延
長
し
て
も
定
年
ま
で
六
年
だ
。
平
凡
で
い
い
、
ほ
め
ら
れ
な
く
て
も
偉
く
な

く
て
も
い
い
、
普
通
が
い
い
。
が
、
小
さ
な
願
い
は
あ
る
日
突
然
吹
き
消
さ
れ

て
し
ま
う
。
非
力
な
人
間
は
声
を
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
涙
を
止
め
る
こ
と

も
で
き
な
い
。
途
方
に
暮
れ
る
空
を
鳥
が
渡
る
だ
け
だ
、
し
か
し
命
懸
け
だ
。

　

私
の
初
任
地
は
石
巻
で
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
赴
任
し
た
の
だ

が
、
当
時
は
遺
体
安
置
所
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
今
は
す
っ
か
り
泥

の
に
お
い
も
な
く
、
春
の
日
差
し
が
穏
や
か
に
降
り
注
ぐ
よ
う
な
場
所
と

な
っ
て
い
て
も
、
「
安
置
所
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
確
か
に
こ
こ
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
、
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

　

昨
年
と
今
年
の
二
月
頃
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
が
大
阪
湾
に
迷
い
込
み
、
身
動
き
が
取
れ

ぬ
ま
ま
旬
日
に
し
て
死
ぬ
と
い
う
気
の
毒
な
事
故
が
あ
っ
た
。
海
流
の
た
め
か
、
シ
ャ
チ

に
追
わ
れ
た
か
、
餌
を
追
い
求
め
て
か
、
原
因
は
特
定
で
き
な
い
が
、
黒
い
小
山
の
よ
う

な
そ
の
遺
体
は
大
阪
湾
の
墓
の
よ
う
で
、
そ
れ
は
又
万
博
の
壮
大
な
無
駄
の
象
徴
で
、

終
わ
れ
ば
解
体
さ
れ
る
巨
大
な
木
製
リ
ン
グ
の
墓
標
を
も
連
想
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

鎌
倉
虚
子
立
子
記
念
館
に
、
立
子
が
病
後
左
手
で
書
い
た
〈
元
旦
や
い

つ
も
の
道
を
母
の
家
〉
の
句
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
書
が
右
手

に
劣
ら
ず
美
し
か
っ
た
の
で
〈
右
手
で
と
ま
ご
う
立
子
句
春
の
雨
〉
を
作

り
、
句
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
掲
句
は
高
野
主
宰
か
ら
添
削
し
て
い
た
だ

い
た
句
。
ま
た
、
立
子
の
句
に
会
い
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
震
禍
い
た
み
つ
湯
婆
の
水
捨
つ
る

春
日
差
こ
こ
が
安
置
所
だ
っ
た
こ
ろ

し
わ
く
ち
ゃ
な
息
子
の
背
広
紙
風
船

貝
塚
に
風
園
児
ら
の
水
遊

迷ま
ひ

鯨
湾
の
墓
標
と
な
り
に
け
り

釣
忍
昭
和
の
父
は
笑
み
わ
づ
か

左
手
で
書
き
た
る
立
子
春
の
雨

な
ん
で
も
な
い
日
が
好
き
鳥
が
渡
る
だ
け

小　

関　

桂　

子　

（
青　

岬
）

木　

村　

菜　

智　

（
小
熊
座
）

佐　

藤　

詠　

子　
（
海
原
・
青
山
俳
句
工
場
05
）

小　

山　
　
　

都　

（
青　

岬
）

島　
　
　

松　

柏　

（
荒　

星
）

新　

藤　

綾　

子　

（
青　

岬
）

小　

野　

道　

子　

（
小
熊
座
）

佐　

藤　

成　

之　

（
小
熊
座
）

一 句 一 葉
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中
学
一
年
時
の
担
任
は
国
語
の
先
生
だ
っ
た
が
、
俳
句
を
教
わ
っ
た
記
憶
は
な

い
。
三
十
数
年
後
の
同
窓
会
に
、
か
の
先
生
を
お
招
き
し
た
ら
校
長
職
の
傍
ら
地
元

紙
で
俳
句
選
者
を
務
め
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
数
年
後
に
は
、
蛇
笏
賞
と
や
ら
を
受

賞
さ
れ
た
。
そ
の
重
さ
も
知
ら
ず
に
活
躍
ぶ
り
を
映
像
に
残
そ
う
と
昨
年
か
ら
密
着

取
材
を
始
め
、
句
会
に
参
加
し
た
の
が
運
の
ツ
キ
。
半
世
紀
を
経
て
、
か
の
先
生
が

主
宰
を
務
め
る
結
社
で
駄
句
を
捻
り
出
す
日
々
が
始
ま
っ
た
。

干
し
竿
の
両
端
に
靴
冬
う
ら
ら

ふ
た
り
き
り
水
は
百
度
で
沸
騰
す

紅
テ
ン
ト
黒
南
風
に
立
ち
滔
滔
と 川　

名　

ま
こ
と　

（
小
熊
座
）

よう
こそ、現俳へ。 新会員紹介

（令和６年８月現在）

　

私
と
俳
句
と
の
出
会
い
は
、
毎
月
購
読
し
て
い
た
岩
波
新
書
の
中
の
「
折
々
の
う

た
」
で
し
た
。
該
博
な
詩
人
の
大
岡
信
氏
の
解
説
に
よ
る
古
今
の
詩
歌
は
と
て
も
魅

力
的
で
、
夭
折
し
た
芝
不
器
男
を
知
っ
た
の
も
本
書
で
し
た
。
後
に
、
仙
台
に
も
在

住
し
た
不
器
男
を
慕
う
同
人
誌
に
結
成
か
ら
参
加
し
、
現
在
も
句
作
を
続
け
て
お
り

ま
す
。
不
器
男
の
故
郷
で
あ
る
愛
媛
県
の
松
野
町
に
も
訪
問
し
、
記
念
館
の
見
学
や

地
元
の
方
々
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す

草
堂
に
詩
人
の
ベ
ッ
ド
春
の
雪

菜
の
花
と
海
を
遠
く
に
波
来
の
碑

ひ
と
り
聴
く
中
島
み
ゆ
き
緑
の
夜 佐

々
木　

清　

司　

（
荒　

星
）

　

思
い
が
け
ず
、
少
し
早
い
退
職
を
す
る
事
に
な
っ
た
時
、
自
由
に
使
え
る
時
間
を

俳
句
の
教
室
に
通
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
言
葉
を
楽
し
む
数
人
の
仲
間
と
極

偶
に
詩
な
ど
見
せ
合
い
、
日
が
な
一
日
、
故
郷
の
空
や
海
を
眺
め
て
、
大
き
な
景
に

浸
る
事
の
多
か
っ
た
自
分
の
大
ま
か
さ
は
、
俳
句
と
の
縁
が
切
っ
掛
け
で
、
身
の
回

り
の
大
切
な
事
を
、
見
る
、
聞
く
、
思
う
な
ど
瞬
間
が
と
て
も
深
い
味
わ
い
に
な
り

ま
し
た
。
拙
い
な
が
ら
、
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

に
ぎ
や
か
な
子
ら
の
一
列
葱
坊
主

宇
宙
探
査
機
夏
の
夜
空
を
深
く
せ
り

夏
の
月
砂
漠
に
サ
メ
の
歯
を
拾
ふ

菊　

地　

美　

紀　

（
梟
）

　

誕
生
日
に
母
か
ら
贈
ら
れ
た
歳
時
記
。
読
め
な
い
漢
字
、
知
ら
な
い
言
葉
、
季
節

の
ず
れ
、
そ
の
な
に
も
か
も
に
惹
か
れ
読
み
耽
り
ま
し
た
。
つ
つ
ま
し
く
さ
さ
や
か

な
暮
ら
し
そ
の
も
の
が
季
語
の
宝
庫
と
気
付
い
て
か
ら
、
家
事
も
子
育
て
も
観
察
と

鑑
賞
の
対
象
と
な
り
、
日
記
の
隅
に
俳
句
ら
し
き
も
の
を
書
き
つ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
以
来
四
十
数
年
、
師
と
友
に
恵
ま
れ
、
清
潔
な
街
に
住
み
、
安
住
せ

ぬ
よ
う
心
掛
け
て
俳
句
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。

６
Ｐ
チ
ー
ズ
一
個
の
体
積
建
国
日

選
局
中
に
ロ
シ
ア
語
混
じ
る
春
嵐

瞬
き
の
ご
と
き
く
ち
づ
け
麦
の
秋

小　

川　

真
理
子　

（
梟
）

　

「
駅
前
の
ち
ょ
っ
と
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
屋
」
。
入
口
に
こ
ん
な
コ
ピ
ー
が
あ
る

店
に
入
っ
た
。
居
酒
屋
メ
イ
ン
の
よ
う
な
の
で
ビ
ー
ル
も
注
文
。
黒
板
に
「
バ
ッ
ハ

聴
く
に
踏
切
鳴
り
ぬ
秋
の
暮
」
と
書
い
て
あ
る
。
「
い
い
で
す
ね
」
と
言
っ
た
の
が

は
じ
ま
り
。
作
者
は
小
澤
實
で
こ
れ
か
ら
伸
び
る
人
だ
よ
と
マ
ス
タ
ー
が
力
説
す

る
。
マ
ス
タ
ー
も
小
澤
實
と
同
じ
鷹
の
同
人
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
店
の
二
階
で
開

か
れ
る
句
会
に
参
加
。
昭
和
六
十
二
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

千
賀
浦
見
え
て
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
け
り

日
昇
ら
ば
郭
公
の
こ
ゑ
濁
る
べ
う

弁
当
に
蟻
払
へ
ど
も
払
へ
ど
も

鶴　

岡　

行　

馬　

（　

鷹　

）

京
武　

久
美
（
雪
天
・
海
原
・
黒
艦
隊
）
令
和
五
年
七
月
六
日
逝
去　
　

享
年
八
十
七
歳

高
藤　

定
子
（
風
景
）　
　
　
　
　
　

令
和
五
年
七
月
十
九
日
逝
去　

享
年
九
十
九
歳

第
四
十
八
回
宮
城
県
俳
句
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
山　

北
舟

第
二
回
楽
園
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

京
水

第
十
五
回
田
中
裕
明
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
川　

芳
直

第
四
十
二
回
鷹
新
葉
賞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
岡　

行
馬

■
謹
悼

■
慶
祝
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場
所　
　
　

本
塩
竈
駅
周
辺
（
塩
竈
市
）

　
　
　

	　

（
直
会
横
丁
、
湯
屋
跡
、
旧
ゑ
び
や
旅
館
、
法
連
寺
跡
、
芭
蕉
止
宿
の
地
、

　
　
　
　
　

勝
画
楼
ほ
か
）

句
会
場　
　

塩
竈
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー	

遊
ホ
ー
ル

参
加
者　
　

二
十
一
名
（
欠
席
投
句
一
名
）　

三
句
出
し
、
五
句
の
互
選

〈
高
得
点
八
句
〉

七
点
　
旧
ゑ
び
や
旅
館
金
魚
は
今
を
生
く	

淺
沼
眞
規
子

六
点
　
神
竈
の
錆
の
歳
月
朝
曇	

平
山
　
北
舟

六
点
　
台
座
の
み
残
る
灯
台
蟻
走
る	

星
　
　
節
子

五
点
　
藻
塩
焼
神
事
小
声
の
裏
事
情	

小
関
　
桂
子

四
点
　
祭
禮
の
幟
は
高
く
土
用
東
風	

川
名
ま
こ
と

四
点
　
灯
台
は
未
完
の
ま
ま
に
夏
の
草	

坂
下
　
遊
馬

四
点
　
七
月
や
芭
蕉
宿
り
し
跡
に
佇
つ	

佐
々
木
和
子

四
点
　
釜
に
神
し
お
か
ら
と
ん
ぼ
の
時
々
来	

本
木
　
朱
実

　
　
　
夏
詣
参
道
の
坂
に
表
裏	

伊
澤
て
つ
を

　
　
　
梅
雨
晴
や
車
箪
笥
に
写
る
空	
黒
河
内
玉
枝

　
　
　
ぎ
い
と
鳴
る
長
き
幟
に
熱
き
風	
小
村
　
寿
子

　
　
　
鬼
房
の
句
碑
裏
に
棲
む
夏
の
闇	

嶺
岸
さ
と
し

　
　
　
神
釜
の
水
は
あ
ふ
れ
ず
夏
祭	

渡
辺
誠
一
郎

　
　
　
釜
神
の
太
き
走
り
根
梅
雨
の
空	

上
田
由
美
子

　
　
　
盗
人
は
塩
釜
さ
へ
も
竹
落
葉	

大
久
保
和
子

　
　
　
蟻
の
列
勝
画
楼
へ
と
参
じ
け
り	

鈴
木
　
三
山

　
　
　
樹
の
陰
の
涼
風
刹
那
勝
画
楼	

赤
間
マ
リ
子

　
　
　
空
梅
雨
や
ゑ
び
や
の
欄
干
に
芸
妓	

大
坂
　
宏
子

　
　
　
梅
雨
の
明
け
闇
市
跡
の
白
さ
か
な	

大
槻
　
泰
介

　
　
　
七
曲
先
の
先
ま
で
木
下
闇	

菊
地
　
幸
子

　
　
　
露
草
を
跨
ぎ
後
か
ら
つ
い
て
ゆ
く	

庄
子
　
紅
子



塩
竈
吟
行　
令
和
六
年
七
月
十
四
日
（
日
）
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本
書
は
著
者
の
第
二
句
集
で
、
平
成
十
四
年
か
ら
令
和
四
年
ま
で
の
四
五
七
句
を
収
め

る
。
序
文
で
高
野
ム
ツ
オ
は
昭
和
四
十
二
年
、
著
者
が
「
駒
草
」
で
一
力
五
郎
賞
を
受
け

た
こ
ろ
の
眩
し
い
印
象
を
語
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
敬
志
郎
は
「
駒
草
」
二
十
句
競
詠
で

二
年
連
続
の
一
位
を
獲
得
し
、
作
家
性
を
確
立
し
始
め
た
頃
だ
っ
た
よ
う
だ
。
「
駒
草
」

昭
和
四
十
二
年
十
一
号
か
ら
抜
い
て
み
よ
う
。
〈
蝶
渉
る
か
ぎ
り
輝
き
海
の
空
〉
〈
沖
よ

り
漁
夫
冬
曉
と
な
り
漕
げ
り
〉
（
五
郎
賞
受
賞
作
）
、
〈
少
年
の
胸
厚
み
も
つ
山
五
月
〉

〈
ブ
ナ
山
を
霧
曲
り
て
は
這
い
来
る
〉
（
第
十
二
回
二
十
句
競
詠
一
席
「
無
題
」
）
。
塩

竈
の
海
に
憑
か
れ
た
写
実
か
ら
、
ぐ
っ
と
沈
潜
し
た
山
の
景
ま
で
。
み
ど
り
女
は
「
も
の

と
影
の
調
和
を
と
っ
た
作
品
」
と
評
し
た
が
、
い
ず
れ
も
自
然
の
重
み
を
全
身
で
受
け
止

め
て
押
し
返
す
よ
う
な
句
作
り
で
、
そ
こ
に
生
じ
る
相
剋
を
み
ど
り
女
は
「
も
の
と
影
の

調
和
」
と
言
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
て
本
書
は
、
東
日
本
大
震
災
の
句
を
含
む
。
自
然
が
牙
を
剝
い
て
人
間
に
向
か
っ
た

津
波
は
、
著
者
の
故
郷
寒
風
沢
を
襲
っ
た
。
平
成
二
十
三
年
の
句
に
は
〈
悲
し
み
の
陽
炎

で
あ
り
沖
つ
石
〉
〈
縄
文
に
還
れ
と
春
の
津
波
か
な
〉
〈
父
の
日
の
瓦
礫
の
底
に
暮
れ
て

ゐ
る
〉
。
自
然
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
よ
う
な
叫
び
の
句
群
だ
が
、
か
つ
て
の
自
然
児
敬
志

郎
の
詩
魂
は
け
っ
し
て
そ
こ
に
留
ま
ら
な
い
。
や
が
て
〈
秋
風
が
水
平
線
に
乗
つ
て
来

る
〉
〈
海
の
陽
を
渾
身
と
し
て
枯
蟷
螂
〉
と
い
っ
た
、
悲
し
み
の
先
に
あ
る
自
然
の
受
容

が
基
調
を
為
し
始
め
る
。
言
う
な
れ
ば
作
者
は
「
人
間
対
自
然
の
相
剋
の
化
身
」
と
で
も

言
う
べ
き
存
在
と
な
っ
て
、
新
た
な
作
品
世
界
を
拓
き
は
じ
め
る
。

　

も
ち
ろ
ん
〈
蒼
沖
の
光
を
溜
め
し
冬
菜
畑
〉
〈
卓
上
の
檸
檬
一
個
と
暮
れ
て
ゐ
る
〉

〈
夜
濯
ぎ
の
水
が
銀
河
と
光
り
合
ふ
〉
の
よ
う
な
甘
や
か
な
自
然
と
の
交
歓
も
あ
り
、
本

書
に
こ
の
種
の
佳
句
は
少
な
く
な
い
。
だ
が
こ
の
句
集
後
半
の
基
調
は
む
し
ろ
〈
冬
木
立

即
身
仏
の
ご
と
く
あ
り
〉
の
よ
う
に
、
自
然
に
憑
か
れ
る
の
で
は
な
く
厳
然
た
る
眼
差
し

を
向
け
て
立
つ
詩
人
の
生
き
ざ
ま
だ
。

　
　
　

白
南
風
や
わ
れ
一
本
の
岬
の
木

　

最
終
章
に
置
か
れ
た
表
題
句
。
一
見
自
然
に
取
り
込
ま
れ
同
化
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ

う
な
書
き
ぶ
り
な
が
ら
、
同
化
し
つ
つ
も
己
を
失
わ
な
い
。
強
烈
な
「
わ
れ
一
本
」
は
、

ま
さ
に
人
間
対
自
然
の
相
剋
の
化
身
で
あ
り
、
敬
志
郎
を
象
徴
す
る
一
句
と
な
っ
た
。

浅
川　

芳
直

（
駒
草
・
む
じ
な
）

土
見
敬
志
郎
『
岬
の
木
』（
朔
出
版
）

人
間
対
自
然
の
相
剋
の
化
身

　

七
月
十
四
日
十
時
半
、
塩
竈
み
な
と
祭
前
夜
祭
の
賑
わ
い
の
中
、
本
塩
釜
駅
に
二
十
名
が

集
合
。
渡
辺
誠
一
郎
会
長
か
ら
塩
竈
の
古
地
図
と
最
新
の
観
光
案
内
、
団
扇
等
の
入
っ
た
資

料
を
頂
き
、
吟
行
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
駅
前
の
「
闇
市
」
は
「
直
会
横
丁
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
、

路
地
に
は
新
し
い
店
舗
や
若
者
の
人
気
と
な
り
そ
う
な
ス
ポ
ッ
ト
（
建
設
中
）
等
き
れ
い
な

佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
渡
辺
会
長
の
地
元
な
ら
で
は
の
案
内
に
よ
り
、
横
丁
の
謂
れ

や
裏
話
、
店
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
に
至
る
ま
で
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
塩
竈
の
様
子
を
聞
き
な
が

ら
御
釜
神
社
に
着
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
か
ら
は
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
「
鹽
竈
一
宮
大
明
神
」
と
書
か
れ
た
江
戸
時

代
の
古
地
図
と
現
在
地
を
確
か
め
な
が
ら
、
芭
蕉
が
訪
れ
た
と
さ
れ
る
湯
屋
跡
、
旧
ゑ
び

や
旅
館
、
法
蓮
寺
跡
、
芭
蕉
止
宿
の
地
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
場
所
、
又
今
ま
で
立
ち
寄
る
機

会
の
な
か
っ
た
法
蓮
寺
書
院
の
勝
画
楼
を
訪
ね
、
当
時
の
賑
わ
い
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

旧
ゑ
び
や
旅
館
で
は
、
虫
食
い
穴
そ
の
ま
ま
の
長
押
に
施
さ
れ
た
螺
鈿
細
工
に
小
さ
な
帆

掛
け
舟
や
月
が
見
ら
れ
、
当
時
の
町
人
文
化
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
粋
な
遊
び
心
、
余
裕
を
感

じ
ま
し
た
。
初
め
て
の
勝
画
楼
で
は
伊
達
綱
村
公
と
鹽
竈
神
社
の
三
柱
の
社
殿
の
意
味
、
又

か
つ
て
青
葉
城
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
懸
造
り
を
目
に
し
て
、
昔
か
ら
仙
台
市
民
が
「
鹽
竈

さ
ま
」
と
呼
ん
で
い
た
塩
竈
の
歴
史
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

吟
行
後
、
句
会
会
場
の
塩
竈
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
遊
ホ
ー
ル
に
移
動
。
道
中
に
出
会
っ
た

様
々
の
事
柄
に
、
頭
の
中
の
整
理
が
つ
か
ぬ
ま
ま
投
句
の
締
切
。
配
付
さ
れ
た
清
記
用
紙
に

は
、
共
通
の
体
験
を
そ
の
人
ら
し
く
切
り
取
っ
て
詠
ま
れ
た
秀
句
が
出
揃
っ
た
た
め
、
選
句

の
点
数
が
分
か
れ
ま
し
た
。
披
講
の
後
、
合
評
の
時
間
が
持
た
れ
、
選
句
理
由
や
感
想
、
副

詞
の
使
い
方
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
は
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
の
で

と
て
も
勉
強
に
な
り
、
も
っ
と
皆
さ
ん
の
お
話
を
聴
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い

う
間
に
終
了
の
時
間
が
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

句
会
終
了
後
、
会
場
に
併
設
し
て
い
る
塩
竈
市
民
図
書
館
を
見
学
。
低
書
架
と
色
合
い
に
、

嘗
て
の
学
校
の
図
書
室
の
よ
う
な
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
時
期
で
し
た
が
、
曇
り
空
と
な
っ
て
も
最
後
ま
で
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
充
実
し
た
吟
行
会
で
し
た
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の
吟
行
会	

黒
河
内
玉
枝

（
小
熊
座
）
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（
表
紙
の
写
真
／
仙
台
七
夕
祭
）

　
　

七
夕
を
見
せ
ず
に
母
を
逝
か
せ
け
り	

淺
沼
眞
規
子

ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
俳
句

発	

行	

所	

宮
城
県
現
代
俳
句
協
会　

令
和
六
年
九
月
十
五
日
発
行

発	
行	

人	

渡
辺
誠
一
郎　
　

編
集
部　

坂
下
遊
馬
、
小
田
島
渚

事	
務	
局	

〒
九
八
九
―
二
三
五
一　

宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
北
新
町
二
二
―
一
三

坂
下
遊
馬　

方

電
話　

〇
九
〇
―
二
九
八
二
―
七
二
三
〇

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

m
iyagikengh@

gm
ail.com

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
常
設
展
「
イ
ン
テ
リ
ア
と
詩
歌
」
開
催
記
念
企
画
作
品
募
集

　

俳
句
部
門
選
者　

小
田
島
渚　

投
句
無
料　

　

締
切　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）（
必
着
）　

イ
ン
テ
リ
ア
を
題
材
に
し
た
俳
句（
新
作
・
未
発
表
）

（
詳
細
は
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
オ
ン
ラ
イ
ン
投
句
可
）

◆
コ
ロ
ナ
禍
明
け
か
ら
一
年
を
超
え
、
様
々
な
再
会
を
果
た
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

空
間
を
共
に
す
る
対
面
の
交
流
は
よ
り
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る
。
六
月
に
は
、
私

が
運
営
す
る
仙
臺
俳
句
会
（
超
結
社
句
会
）
に
て
、
楽
園
主
宰
・
堀
田
季
何
氏
を

お
迎
え
し
、
仙
台
の
街
な
か
で
吟
行
を
開
催
。
多
忙
を
極
め
ら
れ
て
も
、
氏
の
言

語
芸
術
の
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
姿
勢
に
励
ま
さ
れ
た
。

◆
七
月
、
宮
城
県
詩
人
会
事
務
局
オ
フ
ィ
ス
汐
後
援
の
市
民
公
開
講
座
ポ
エ
ト

リ
ー
・
カ
フ
ェ
み
や
ぎ
に
て
「
俳
句
と
い
う
魅
惑
の
短
詩
型
文
学
」
と
題
し
て
講

演
を
す
る
機
会
を
得
た
。
参
加
者
は
詩
人
が
多
く
、
講
演
後
の
ご
感
想
や
ご
質
問

か
ら
、詩
の
言
葉
が
生
ま
れ
る
源
泉
が
見
え
て
く
る
思
い
が
し
た
。　
（
小
田
島
渚
）

編
集
室
か
ら

iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii

小
田
島
渚
『
羽
化
の
街
』
（
現
代
俳
句
協
会
）

　

浅
川
芳
直
氏
は
平
成
四
年
宮
城
県
名
取
市
生
ま
れ
。「
駒
草
」
同
人
。
東
北
の
若
手
俳

人
を
中
心
と
す
る
「
む
じ
な
」
の
創
刊
者
で
あ
り
、
近
頃
は
俳
句
四
季
新
人
賞
、
宮
城
県

芸
術
選
奨
新
人
賞
、
芝
不
器
男
俳
句
新
人
賞
対
馬
康
子
奨
励
賞
を
立
て
続
け
に
受
賞
。
現

在
「
河
北
新
報
」
の
「
秀
句
の
泉
」
の
執
筆
者
の
ひ
と
り
と
し
て
も
な
じ
み
深
い
。
俳
句

作
品
と
散
文
の
両
輪
で
活
躍
中
の
若
手
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
。

　

待
望
の
第
一
句
集
、
や
は
り
氏
の
根
底
を
な
す
の
は
「
駒
草
」
阿
部
み
ど
り
女
の
写
生

で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
俳
句
形
式
へ
の
深
い
信
頼
に
基
づ
い
た
作
品
は
、
初
め
て
読

む
者
に
も
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
伴
う
心
地
よ
さ
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
句
集
の
タ
イ
ト
ル
句

で
も
あ
る
〈
雪
と
な
る
夜
景
の
奥
の
雪
の
山
〉
は
、「
南
に
大
年
寺
山
、
北
に
七
ッ
森
」

の
大
学
研
究
室
の
窓
か
ら
の
眺
め
だ
と
い
う
。
夜
景
の
奥
に
あ
る
雪
の
山
は
、
都
会
の
人

に
と
っ
て
は
淡
い
憧
れ
と
し
て
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
言
葉
に
負
担
を
か
け
ず
、
透
徹
し

た
写
生
に
て
生
み
だ
さ
れ
る
句
群
。〈
七
草
粥
箸
に
つ
き
く
る
ひ
か
り
あ
り
〉〈
あ
り
余

る
日
向
と
し
て
の
冬
田
か
な
〉〈
初
雪
の
こ
ぼ
れ
く
る
夜
の
広
さ
か
な
〉。
前
書
に
地
名

が
多
い
の
は
、
同
じ
宮
城
県
の
俳
人
佐
藤
鬼
房
の
句
集
に
も
通
じ
る
か
。〈
栗く
り
こ
ま

駒
山
や
蓮

見
の
水
脈
の
濁
り
た
つ
〉（
伊
豆
沼
）、〈
雪
解
風
陸
羽
東
線
来
る
気
配
〉
な
ど
土
地
な

ら
で
は
の
「
匂
い
」
を
感
じ
る
も
の
が
多
い
。

　

集
中
、
私
が
最
も
惹
か
れ
た
の
が
〈
あ
か
る
く
て
か
ら
つ
ぽ
し
ぼ
り
器
の
レ
モ
ン
〉
の

一
句
。
句
集
の
中
で
は
、
や
や
異
彩
を
放
つ
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
「
あ
か
る
く
て
か
ら

つ
ぽ
」
を
捉
え
た
ま
な
ざ
し
の
根
底
に
は
、
明
る
く
て
空
虚
な
も
の
に
対
す
る
作
者
の
若

干
の
憧
れ
と
、
乾
い
た
目
線
を
感
じ
る
。
特
に
十
代
の
若
者
な
ど
は
、
根
拠
の
な
い
自
信

と
と
も
に
こ
の
虚
ろ
な
る
明
る
さ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ふ
だ
ん
か
ら
自
己
の
内
面

や
周
囲
へ
の
洞
察
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
奇
妙
な
黄
の
明
る
さ
に
目
が
い
か
な
い
の
で
は
な

い
か
。〈
吸
殻
の
火
や
涼
風
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
〉
で
も
レ
モ
ン
の
搾
り
か
す
同
様
に
、「
吸

殻
」
と
い
う
無
用
の
も
の
を
描
く
。
素
材
そ
の
も
の
が
他
の
文
芸
で
は
主
役
は
お
ろ
か
脇

役
に
も
な
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
が
、
客
観
の
眼
を
通
し
て
そ
れ
ら
に
命
を
吹
き
込
ん
で

い
る
。
作
品
を
生
み
だ
す
痛
み
は
ど
ん
な
表
現
者
に
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
浅
川
氏
の
手

か
ら
差
し
出
さ
れ
る
十
七
音
は
そ
の
格
闘
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
や
は
り
氏
の
中
に
詩
型
へ

の
信
頼
、
俳
句
を
信
じ
る
心
が
根
強
く
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

成
田　

一
子

（
滝
）

浅
川
芳
直
『
夜
景
の
奥
』
（
東
京
四
季
出
版
）

俳
句
を
信
じ
る


